
て
販
売
す
る
「
モ
ン
テ
棚
田

米
」
と
「
山
響
棚
田
米
」
も

好
評
だ
。

棚
田
を
活
用
し
た
会
員
と

地
元
住
民
の
交
流
イ
ベ
ン
ト

も
定
期
的
に
催
し
て
い
る
。

昨
年
９
月
に
は
、
東
北
初
の

プ
ロ
楽
団
で
あ
る
山
形
交
響

楽
団
を
招
き
「
棚
田
で
ピ
ク

ニ
ッ
ク
コ
ン
サ
ー
ト
」
を
開

い
た
。
親
子
連
れ
も
多
く
参

加
し
、
農
道
に
ブ
ル
ー
シ
ー

ト
を
広
げ
て
生
演
奏
の
心
地

よ
い
音
楽
に
耳
を
傾
け
た
。

サ
ッ
カ
ー
チ
ー
ム
・
モ
ン
テ

デ
ィ
オ
山
形
や
山
形
交
響
楽

団
と
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
し

け
、
昔
な
が
ら
の
稲
杭
掛
け

天
日
干
し
乾
燥
す
る
農
法
で

ブ
ラ
ン
ド
米
「
大
蕨
棚
田

米
」
を
栽
培
し
て
い
る
。

贈
答
品
と
し
て
取
り
扱
わ

れ
る
こ
と
も
多
く
、
〝
ハ
レ

の
日
に
食
べ
る
米
〟
と
し
て

ブ
ラ
ン
ド
イ
メ
ー
ジ
が
定
着

し
つ
つ
あ
る
。
地
元
の
プ
ロ

同
地
区
に
は
、
１
９
９
９

年
に
日
本
の
棚
田
百
選
に
選

ば
れ
た
「
大
蕨
の
棚
田
」

（
３
・
４
㌶
）
が
存
在
す

る
。
同
会
は
こ
の
う
ち
計
２

・
６
㌶
の
棚
田
を
借
り
受

山
形
県
南
東
部
に
位
置
す
る
山
辺
町
。
同
町
大
蕨
地
区
を
拠
点
に
活
動
す
る
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
団
体
「
グ
ル
ー
プ
農
夫
の
会
」
は
、
荒
廃
し
た
棚
田
の
再
生
事
業
に
取
り

組
み
、
集
落
に
に
ぎ
わ
い
と
交
流
を
生
み
出
し
て
い
る
。

コ
ロ
ナ
禍
で
も
楽
し
め
る
イ
ベ

ン
ト
と
し
て
好
評
を
博
し
た
ピ

ク
ニ
ッ
ク
コ
ン
サ
ー
ト
の
様
子

グループ農夫の会のメンバーと稲村代表（右端）

刈り取った稲を天日干しする「稲杭掛け」の風

景。１千本の稲杭が規則正しく並ぶ

山形･山辺町 グループ農夫の会山形･山辺町 グループ農夫の会山形･山辺町 グループ農夫の会
荒廃した棚田再生

限界集落が元気に
昔
な
が
ら
の
農
法
で
ブ
ラ
ン
ド
米

会
員
募
り
定
期
的
に
交
流

美
し
い
棚
田
を
後
世
に


年
間
通
じ
会
員
が
米
作
り
に
協
力

十
数
年
前
、
大
蕨
の
棚
田

は
、
荒
廃
の
危
機
に
ひ
ん
し

て
い
た
。
過
疎
化
や
耕
作
者

の
高
齢
化
に
よ
り
、
地
元
住

民
だ
け
で
は
維
持
管
理
が
難

し
く
な
っ
た
た
め
だ
。
一
時

は
約
７
割
が
耕
作
放
棄
に
近

い
状
態
と
な
っ
た
。

会
の
代
表
を
務
め
る
稲
村

和
之
さ
ん
（

）
は
「
美
し

い
棚
田
を
後
世
に
つ
な
げ
る

た
め
に
は
、
外
部
の
力
も
借

り
る
必
要
が
あ
る
」
と
考

え
、
２
０
１
１
年
に
同
会
を

結
成
し
た
。

会
員
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

な
ど
で
募
集
し
、
毎
年

～

１
０
０
人
程
度
が
県
内
外
か

ら
集
ま
る
。
地
元
の
生
産
者

団
体
「
中
地
区
有
志
の
会
」

の
協
力
を
得
な
が
ら
、
年
間

を
通
じ
て
、
棚
田
で
の
米
作

り
に
携
わ
っ
て
も
ら
う
。

米
の
売
り
上
げ
は
年
間
約

５
０
０
万
円
に
上
る
が
、
イ

ベ
ン
ト
の
開
催
経
費
や
地
域

貢
献
活
動
に
か
か
る
費
用
に

も
ま
わ
す
た
め
、
「
事
業
自

体
は
毎
年
若
干
の
赤
字
で

す
」
と
稲
村
さ
ん
は
笑
う
。

そ
れ
で
も
、
「
住
民
１
８
０

人
ほ
ど
の
限
界
集
落
に
、
毎

年
た
く
さ
ん
の
人
が
訪
れ
て

く
れ
て
い
る
。
そ
れ
だ
け
で

も
あ
り
が
た
い
」
と
手
ご
た

え
も
感
じ
て
い
る
。

「
今
後
は
若
い
作
り
手
を

確
保
す
る
必
要
が
あ
る
」
と

稲
村
さ
ん
。
同
地
域
で
の
農

業
が
経
済
的
に
成
り
立
つ
こ

と
を
証
明
す
る
た
め
に
も
、

「
棚
田
米
の
ブ
ラ
ン
ド
力
を

さ
ら
に
高
め
て
い
き
た
い
」

と
意
気
込
み
を
語
る
。


